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－1－ 

１ 変更理由 
 

南港地区(南港南)において、内貿フェリーの大型化に対応し、

環境負荷の低減に資する内貿フェリー埠頭機能の充実を図るため、

フェリー埠頭計画を変更する。 

また、フェリー埠頭計画の変更に伴い、港湾の効率的な運営に

関する事項及び国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として

機能するために必要な施設を変更する。 
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２ フェリー埠頭計画 
 

（１）概要 

南港地区(南港南)において、内貿フェリーの大型化に対応し、

環境負荷の低減に資する内貿フェリー埠頭機能の充実を図るため、

F-3 において、新造・大型化に対応したバース長を確保する。 

（２）南港地区(南港南)フェリー埠頭の規模及び配置 

  南港地区(南港南)において、フェリー埠頭を次のとおり計画す

る。 
 

表２－１ 南港地区(南港南)フェリー埠頭の規模及び配置（今回計画） 

施設名 水深(m) 延長(m) 対象船舶 備考

F1 -7.5 230 15,000GT 既設

F3 -7.5 250 15,000GT 既定計画の変更計画

F4 -7.5 230 10,000GT 既定計画

F5 -7.5 230 10,000GT 既定計画（撤去）  
 

表２－２ 南港地区(南港南)フェリー埠頭の規模及び配置（既定計画） 

施設名 水深(m) 延長(m) 対象船舶 備考

F1 -7.5 230 15,000GT 既設

F3 -7.5 230 10,000GT 既定計画

F4 -7.5 230 10,000GT 既定計画

F5 -7.5 230 10,000GT 既定計画（撤去）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１南港地区（南港南）フェリー埠頭計画 

今回計画 

-7.5m 220m 

-7.5m 30m 
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３ 港湾の効率的な運営に関する事項 

 
南港地区(南港南)において、フェリー埠頭の計画に対応し、 

効率的な運営を特に促進する区域を次のとおり計画する。 

 

［効率的な運営を特に促進する区域］ 

 今回計画 

 南港地区(南港南) 

 （F1,3,4） 

水深 7.5m 岸壁 3バース 延長  710m（フェリー用） 
 

埠頭用地  8ha 

（旅客施設用地、荷捌施設用地及び保管施設用地）  

 

既定計画 

 南港地区(南港南) 

 （F1,3,4） 

  水深 7.5m 岸壁 3バース 延長 690m（フェリー用） 

 

  埠頭用地 8ha 

     （旅客施設用地、荷捌施設用地及び保管施設用地） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（今回計画）F1,3,4[フェリー用] 710m 

（既定計画）F1,3,4[フェリー用] 690m 

 

図３－１ 効率的な運営を特に促進する区域（南港地区（南港南）） 

 

 
 

F3 今回計画 

効率的な運営を特

に促進する区域 
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４ 国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能

するために必要な施設 
 

南港地区（南港南）において、今回計画する施設及び既に 

計画されている施設のうち、国際海上輸送網又は国内海上輸送網 

の拠点として機能するために必要な施設は次のとおりである。 

 
表４－１ 国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能 

するために必要な施設（今回計画） 

施設名 諸元 備考

F1,3,4 水深：-7.5m、3バース、延長710m 既定計画の変更計画

泊地 水深：-7.5m、面積0.5ha 既定計画  
 

表４－２ 国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能 

するために必要な施設（既定計画） 

施設名 諸元 備考

F1,3,4 水深：-7.5m、3バース、延長690m 既定計画

泊地 水深：-7.5m、面積0.5ha 既定計画  
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５ 環境の保全に関する資料 

 
  今回計画に伴う環境負荷は軽微であることから、今回計画が周

辺環境に与える影響は軽微であると考えられる。 
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６ 地方港湾審議会名簿  
 

（敬称略順不同） 
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